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学校教育目標 
喜んで登校し 

生き生きと学び 活動し 

満足して下校する 学校の創造 
   

「心は見える」表情・言葉・行動で 
 

 ６月のことになりますが、西彼北小っ子の心を見つめる教育週間を

実施しました。週間を始めるに当たって、全校朝会で子供達に校長講

話を行いました。子供達には、こんな質問をしました。 

「心を見つめるというけれど、心は見えないよね。」 

 子供達は一生懸命考えてくれました。そして、「話す言葉遣いで心が

見える」と発表してくれた子供がいました。とても素晴らしいと思い

ます。子供の発表に続けて、ある詩の一節を紹介しました。それが、表

題にある「『心は見える』表情・言葉・行動で」です。 

 続けて、１年生の男子トイレにきれいに並んでいたスリッパの写真を

子供達に見せました。すると、この写真から「次に使う人を思いやる心が見える」と発表してくれる子供が

いました。教育週間を通して、北小っ子の「やさしい心」「思いやりの心」をたくさん見付けて下さいと話

しました。教育週間が終わっても、この気持ちは持ち続けて欲しいと願っています。 
 

  
 
  

７月６日（火）に、平和学習の時間を設定しました。講師は、「長崎の

証言の会」事務局長森口貢（もりぐち みつぎ）先生です。先生は昔は、

小学校の先生でした。実は、私の小学校１年生の時の担任の先生でもあり

ます。当日は、５年生が図書室に入り、他の学年はリモートでお話を聞き

ました。「明日がこなかった子供たち」というデジタルの紙芝居や、ご自

身の経験を交えながら分かりやすく平和の大切さについて教えていただ

きました。総合的な学習で平和について学んでいる５年生からの質問にも答えていただきました。森口先生

有り難うございます。 
 

 

 

 ４年前から本校で外国語の学習をして下さっているＡＬＴのジン先

生が任期満了に伴い、アメリカへ帰国することになりました。そこで、

７月７日（水）の朝から子供達とお別れの会を行いました。児童代表の

言葉では、６年生の川原亜美さんが英語でお別れの言葉を述べました。

全校児童の前で、英語で挨拶ができるなんて、すごいなと思います。 

ジン先生お疲れ様でした。そして、これからもお元気で。 
 
 

西彼北小学校大規模改修事業 

 今年度は、本校が大規模改修を実施する年度となります。教室の床の研磨・塗装をはじめ、様々な工事が

夏休みから始まります。保護者の皆様にはプリントにてお知らせしていますが、工事業者との打合せを受け

て、夏休みの登校日も、例年と違う形になります。できるだけ夏休みの間に大きな工事を進め、２学期から

の学習環境を保障していく手立てです。保護者の皆様にも色々と不自由をおかけしますが、新しい学習環境

を手に入れるためとご理解いただき、ご協力をお願いいたします。   
 

平和学習 

【校長講話】 

ジン先生とのお別れ 

 

 

【森口先生の講話】 

【お別れの会の様子】 


